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はじめに

本書はトライデント･プラウシェアズに参加を希

望する全ての人のために書かれたハンドブックであ

る。参加を希望する人が、この運動が自分の希望に

添ったものかどうか判断できるよう、トライデント･

プラウシェアズの組織や基本原則などについて詳し

く述べられている。また活動家として署名する書類

や、私たちの活動の法的根拠となる基本的な内容も

含まれている。

私たちは意欲的に参加してくれる多くの献身的な

人々を必要としており、このハンドブックがそのた

めに役立つことを願っている。本書は項目別に書か

れており、各項目は使い易さを考え、色別になって

いる。読者はハンドブック全部に目を通すべきであ

るが、その際には非常に重要な部分と予備知識や参

考文献としての部分があるということに留意してい

ただきたい。たとえば、2章の 2.3 に書かれている

「非暴力と安全のためのガイドライン」は非常に重

要で必ず理解しておかなくてはならないが、6章の

6.2 の「核兵器一覧」はそれほど熟読する必要はない

かもしれない。ハンドブックにない情報が必要な場

合はコアグループに連絡していただきたい。

ハンドブックで最も重要な書類はおそらく「核の

犯罪を阻止するための誓約書」であろう。これはト

ライデント・プラウシェアズの活動家全員が署名す

る書類である。これらの誓約書は新しいメンバーが

加入すると一定の間隔を置いて英国首相に送られる。

誓約書は 9 章の 9.1 に載っている。これはまた皆さ

んの意図や動機を法廷で証明する際にも役立つもの

である。

ハンドブック第 3 版の内容に関しては、各項目の

最後に記されている多くの人々の意見を参考にした

上で、創立メンバーから成るコア･グループ（2 章

2.1.1 参照）が最終的に承認したものである。

ハンドブック初版と第２版は、各項目の最後に参

考文献として掲載されていた全てのテキストからア

ンジー・ゼルター（Angie Zelter）がコピーしたり、

借用して編集したものである。今回の版は、他のト

ライデント・プラウシェアズの活動家達が書いた数

ヵ所の新しい部分を加え、アンジー自身が改訂した

ものである。新しい部分は著者が表示されている。

表示されていない部分はアンジーが全責任を負って

いる。イラスト、写真、漫画などは共同謀議の容疑

を避けるためにアーティストの許可を得ずに複写さ

れたものである。私たちは、アーティスト達が寛大

であることを願っている。特に、表紙のイラストは

エミリー・ジョンズ（Emily Johns）の作品から「流

用」した。著者や使用された参考文献は各項の末部

に記載されており、さらに詳しく調べたい人のため

に資料も紹介されている。多くの友人や協力者が校

正、編集し、さまざまな方面で協力してくれた。そ

れらの人々全てに感謝する。デザイン、デスクトッ

プ・パブリッシング、編集、印刷面で尽力してくれ

たジョー・ボタン(Joe Button)とレイチェル・ボイ

ド(Rachel Boyd)には特に感謝する。

ハンドブックの内容については、アンジーが全責

任を負っている。彼女は、出来る限り正確であるよ

う努力したが、誤りをいくつか見落としていること

は否定できない。そこでアンジーとコア･グループは

前もって謝罪するものである。他にも誤りを見つけ

た場合には、これから先の出版で訂正することがで

きるよう、知らせていただきたい。また私たちは、

改善や追加についての助言も期待している。

参考文献の多くはコモンウィール･コレクション

(Commonweal Collection)より借りることが出来る。

また、フレンズ･ブック･センター(The Friends Book

Centre)かハウスマン･ブックショップ(Housmans

Bookshop)で購入もできる。トライデント・プラウ

シェアズは多くの参考文献のコピーを所有しており、

それらはフォトコピーすることができる。世界法廷

プロジェクト（World Court Project）は、ＩＣＪ（国

際司法裁判所）に関するどんな書類の要請にも対応

可能である。アドレスは 10章の 10.1 に掲載されて

いる。参考文献のいくつかは、私たちのホームペー

ジhttp://www.gn.apc.org/tp2000 で見ることが
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出来る。またハンドブック全ページは、ホームペー

ジからダウンロード可能である。

以下は、ハンドブックの簡単な概要である。

 1 章は、50年におよぶ平和運動とトライデント・

プラウシェアズの関わりを簡単に説明している。

ている。

 2 章は、トライデント・プラウシェアズの仕組

みや財政管理、基本原則やアフィニティ･グルー

プにおけるお互いの役割や支援の方法について

書かれている。

 3 章は、トライデント・プラウシェアズによる

政府との交渉や対話の状況についての情報を提

供している。４章は、現在に至るまでの歴史と

2000 年 9 月までの核廃絶運動の概要について書

かれている。

 ５章は、トライデント･システ

ムを非武器化する方法につい

てのアイデアと、トライデン

ト潜水艦、ファスレーン、ク

ールポート、オルダーマスト

ン、バーグフィールドの地図

と資料、背景説明を提供して

いる。

 ６章は、核兵器の専門的情報、

核兵器の影響とその法的倫理

的位置付けについて書かれて

いる。

 ７章は、活動に関わる人が直

面すると考えられる容疑に関

するガイドや法廷での弁護の

方法、投獄に対するアドバイ

ス、現在の逮捕、罰金、投獄

の状況を示している法律セク

ションである。

 ８章は、現在までに掲載され

た新聞報道の概要である。

 ９章は、ハンドブックの中で

述べられている様々な書類、

ちらし、ガイドラインなどで

ある。これらは別紙の形で用

意されており、事務局又はコ

ア･グループで入手できるが、この章にあるのを

自由にコピーして使うこともできる。

 10 章は、役立つと思われる住所や情報などであ

る。

このハンドブックは単なるガイドにすぎない。誤り、

誤訳や脱落部分などがあることは否定できないが、その

点はご理解頂きたい。そして、このハンドブックを絶対

的なテキストとして使うのでなく補助的なものとして使

っていただきたい。皆さんのお役に立つことを心から願

っている


